
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
昔から「苗半作」といわれるように、苗づくりの善し悪しはその年の収量や品質に影響します。 

良い苗とは「がっちりした太い苗」です。決して「長い苗」ではありません。苗丈の長い苗（大苗、徒長

苗）は、その見栄えとは異なり、活着不良や初期生育不足となり、最終的に収量の減少や品質の低下を招き

ます。「がっちりした太い苗」を育成するには、播種から育苗期間を通じた細やかなハウス内の温度管理と

水管理が必要になります。「５つの１か月対策」の一つである「育苗日数は１か月以内」を目安に健苗育成

に努めてください。 
 

○播種作業について （「播種準備編」参照） 
 

（１）田植えの予定にあわせて計画的な播種を行いましょう。 
播種日は、田植え予定にあわせた時期とし、健苗育成に努めましょう。 

また、晩植（5 月 20 日以降の移植）の苗については育苗期間の気温が高いため生育が早まるので、播種日に注意

してください。ひゃくまん穀については、５月１５日を移植の晩限として播種計画を立てましょう。 
 

（２）大粒品種は播種量が多くなりますので播種機の設定に気をつけてください。 
品 種 乾籾重（g/箱） 播種量（g/箱） 

コシヒカリ １２０ １５６ 

ゆめみづほ １２０ １５６ 

ホシアオバ（飼料用米・大粒） １５６ ２０３ 

夢あおば（飼料用米・大粒） １４５ １８９ 

ひゃくまん穀（大粒） １４５ １８９ 
 

（３）病気の発生を防ぐため、出芽時の温度に気をつけてください。 
苗立枯病を防ぐため、「ダコニール１０００」の５００～１，０００倍液を箱当たり５００ml 散水処理してくだ

さい。 

また、細菌性病害の発生を防ぐため、出芽器内の温度を３０℃以上にしないでください。 

（４）播種ムラの原因となるので、芽は１ｍｍ以上伸ばさないようにしましょう。 
 

○育苗管理について 
 

（１）育苗初期（緑化期：3～4 日間）  
 

  緑 化 期  温  度  管  理（温度計は苗の高さに設置） 水 管 理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼間：20～25℃  

２５℃以上の高温にならないようにハウス内

の換気を行う。 
 

夜間：15～20℃  

１５℃を下回るときや降霜が予測される際に

は被覆資材で保温する。 

・床土が極端に乾かない限り灌水しな

い。 

過湿状態が続くと出芽遅れや病原菌

の発生を招く。 

・覆土の持ち上がりがある場合は 

軽く灌水し、一度に落とさない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平 成 ３ ０ 年 ４ 月 

能 登 米 振 興 協 議 会 

能 登 米 生 産 者 協 議 会 

Ｊ Ａ 能 登 わ か ば 

能登やさしいこめづくり情報 
播種・育苗編 育苗日数は１か月以内 

うまい・きれいなこめづくりは健苗育成から！ 

緑化期の苗姿の目標 

※苗箱は置き床と隙間なく 

水平に並べる。 

 

※ハウスのヘリは温度が低く 

なるので、１０cm 程度あ 

けておく。 

苗の置き方のポイント 

ひゃくまん穀 

被覆資材は苗の緑化を認めた

ら、直ちに外す（２～４日）。 

被覆資材を長くかけると徒長苗や細菌

性病害の発生の原因となります。 

※ひゃくまん穀はコシヒカリより大粒のため、 

播種量に気を付けてください。 



（２）育苗中期（硬化前期：８～１０日間） 

硬 化 前 期 温 度 管 理 水  管  理 

 

 

 

 

 

（夕方 3～4 時） 

 

夕方にはハウスを閉め、夜

間の温度低下に備える。 

昼間：１５～２０℃  

 晴天時は朝から換気し、換気する場合は、風が入

らないよう風下側を開ける。（夜間の低温が予想

されるときは、午後早めに閉める。） 
 

夜間：１０～１５℃  

 １５℃を下回るときや降霜が予測される際には

被覆資材で保温する。 

・灌水は床土の乾き具合を見て、朝１回

行う。 

・夕方の灌水は控え、必要な場合は翌朝

灌水を行う。 

・雨や曇の日は灌水を控える。 

 
（３）育苗後期（田植前：８～１０日間）  

硬 化 後 期 温 度 管 理 水  管  理 

 

 

 

 
 

 

 

 

晴天時には朝７～８時に

は換気と灌水を行う 

昼間：１５～２５℃  

日中は必ず換気し、田植えの数日前から外気温に

ならす（順化）。 
 

夜間：５～１５℃  

田植え数日前からは夜間も換気する。 

ただし、極端に冷え込む日は、保温に努める。 

・毎朝１回、充分に灌水する。 

・風の通り道や苗箱の周辺部は乾きやす

いので十分に灌水する。 

・2 回目の灌水が必要な場合は、午後 3

時頃までにすませる。 

 

○育苗期間の病害対策  
 
昨年度は、ハウス内の温度管理により、ムレ苗が発生する事例が多く見られました。急激な温 

度変化が起きないように、換気や保温の管理に努めましょう。 

① 高温時には換気し、高温（３５℃以上）・多湿条件にしないこと 

② 緑化期以降は、急激な温度変化や多湿条件でムレ苗が発生しやすくなるので、日中は 

２５℃以上、夜間は 5℃以下にならないように換気や保温に努めること 

症  状 病 原 菌 原   因   等 対  策  等 

白カビ 
 
青カビ 

ﾘｿﾞｰﾌﾟｽ菌 
 
ﾄﾘｺﾃﾞﾙﾏ菌 

・育苗初期によく見られ、高温・過湿
条件で発生する。 

・換気を十分に行い、土の表面が乾き
始めるまで灌水しない。 

ダコレート水和剤（２成分）
500 倍液を 500ml／箱かん注 

赤カビ ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌 ・高温条件で発生しやすい。 
タチガレエース M 液剤（２成
分）500 倍液を 500ml／箱かん
注 

ムレ苗 ﾋﾟｼｭｰﾑ菌 

・急激な温度変化によって発生する。 
・PH５前後の通気性のある床土を使用 
・低温時は保温資材をかける。 
・夜間冷えた次の日が晴天の場合は、
早めにハウスを開ける。 

タチガレエース M 液剤（２成
分）500 倍液を 500ml／箱かん
注後、寒冷紗等で遮光して蒸
散を抑制する。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

農機による死亡事故の多くは、ハンドルやブレーキの操作を誤って公道から

逸脱し用水路へ転落することや公道を走行中に後続車が追突することが原因と

なっています。 

 農機による死亡事故対策の３つポイント 

①シートベルトの着用と安全キャブ・フレームの装着 

②ブレーキ連結の確認 

③低速車マークや反射板の取り付け 

２０１８年 春の農作業安全確認運動（３～５月）の実施について 
「公道での農機事故は安全確認と予防対策で防げます！」 

【お問合先】        

JA能登わかば ℡0767－53－8502 

 

代掻き後の濁水流出防止に努めましょう 

 

 

 

 

代掻き後の濁水の流出は下流域の濁りの原因となります。ほ場からは多少の流出でも、それらの流出が

集まることによって、大規模な河川の汚染に繋がります。流出防止の為に、代掻き作業は浅水で行い、田

植え前に濁水を流す「強制落水」は行わないでください。 


